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説

苑

功
利
主
義

ざ
生
産
政
策
(
三
、完
)

第
十
五
巻

〔第

【
號

一
.二
四
)

[
二
四

葺死

花

功

利

主

義

亡

生

産

政

策
(
一二
凸
兀
)

(
功
利
主
義
惹
経
済
政
策

ε
の
關
係
に
つ
い
て
の
學
読
更
的
考
察
の

　
部
)

堀

第 礪 塑壁
四 講 舗鯖
節

茎
ジ ζ
コ　 リ

レ ベ

ミ1
・

L一ベ ザ

ン 號

タ 羅
ム

2

.ヒ

四,

八.

[

丞

o

ロ ア デ

バ タ幽イ

ア ム ヴ

1一。 イ
。ス ド

マ ミ ●

ノレス ヒ

サ ユ

ス1

一_.と_

芦前
ぐ

號
及
び
前
號
掲
載

夫

第

「

ベ
ソ
・
.・
の
功
利
主
義

べ
・
タ

・
は
、
英
国
功
利
主
義

の
大
成
者
で
め
る
異

に
、
專
ら
崖
産
政
策

に
よ

っ
て
肚
會

の
幸
輻
を
最
大
に
な

さ
ん
こ
ε
を
最
も
明
白

に
主
張
せ
る
第

一
人
者
で
あ
る
。

・へ
・
タ
註

・
倫
理
學
な
る
も
の
が
男

る
畢
者
の
思
索
の
所
肇

は
?

κ
、
吾

々
入
間
が
脛
讐

よ
つ
て
.

　

資
際

に
親
し
く
膿
得
し
陀
る
所
の
も

の
で
な
く
て
に
な
ら
な
い
こ
嘘
を
室
賑
し
、
斯
か
る
見
地

よ
㌧
彼
れ
の
功
利

主
張
倫
理
を
構
虚
し
た
。
「
道
徳
及
び
立
法
の
原
理
序
論
』
の
冒
頭
に
於
て
、
彼
は
、
彼
れ
の
艦
系
の
大
前
提

己
も

緯
…す

べ
き
A
即題
を
述

べ
て
み
る
。
曰
く
、

38)JeremyBenthaln,Deontology,(1534)Vol・1・.PP・ioand40.

、

.
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冒

餐

犬

類
々
二
会

毒

者
・
即
善

痛
ミ

纂

ミ

・
支
配
下
短

・
た
。
…

-
・
彼
等
に
喜

々
の
爲
す
攣

の
.、
ピ
に
於

。
、
晋

あ

言
ふ
華

…

に

塗

吾
あ

考

へ
誌

・
の
こ
三

於
・
、
吾
々
斐

配
す
ろ
。
吾
々
・
(彼
罐

封
す
ろ
褒

窒

£

重

て
爲

し
能
ふ
所
の
、
墓

力
も
皐

薯

あ

服
従
難

明
し
碁

確
認
す
る
凌

立
つ
に
過
ぎ
演

で
あ
ら
、り
。』

省
ほ
同
書
の
第
五
章
に
・
彼
は
、
苦
痛

ご
快
樂

ε
の
種
類
を
列
馨
し
、
叉
第
四
章

に
は
、
苦
痛
ε
快
樂

ε
の
分
.量

の
大
小
を
決
定
す

る
所
の
諸
事
情
を
述

べ
て
居
る
。

而
し
て
こ
の
快
樂
若
く
は
幸
幅
を
増
加
し
、苦
痛
若
く
は
不
幸
を
斥
け
る
所
ρ
資
質
(有
形
物
π
る
ε
無
形
物
π

な

　

を

を
問
寧

総
て
の
蕩

及
び
關
係

の
阜

・
)を
、
彼
は
羅

裏

付
紘

。
而
し
て
功
利
、
幸
輻
、及
び
快

饗

る
諸
々
の
言
葉
は
・
夫
契

れ
特
有
の
意
義
を
有
し
、
謬

忘

快
樂
の
集
合
讐

謂
ひ
、
功
利

ε
は
快
樂

を
増
し
苦
痛
を
減
す
る
の
性
質
を
寧

、
も
の
で
め
る
け
れ
ギ
・
も
、
此

等
は
、
共
に
快
樂
ε
い
ふ
共
通
観
念
に
よ

っ
て

一
貫

せ
ら

れ
て
居

る
黙

よ
り
見

て
、
互

に
代
替

性
を

有
す

る
も
の
な

る

こ
ε
が
、
明

か
で
あ

る
。

ヘ

ヘ

ヤ

も

次
に
吾
・
は
・
べ
多

あ

所
野

利
の
原
則
の
意
義
を
検

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
甲

、

『
デ
ナ
ン
ト
。
ヂ
の
基
礎
で
あ
る
所
の
原
則
ば
・
か
神
仙
齢

で
あ
・
、
換
草

れ
ば
、
蓉

難

、
そ
が
、
谷

の
華
語
雰

書

貢
献
著

か

着
く
は
義

義

少
す
・
か
の
籠

奢

っ
て
居
・
甚

じ
て
、
正
・
い
か
正
し
く
な
い
か
、
歴

が
あ
ろ
超

築

。
い
か
、
賞
讃
.
奪

う
か

り

賞
讃

に
値
し
な
い
か
、
轟

穿

・
所
の
原
則
で
あ

。
。
』

.

.

、

:

:

:

是
に
よ
れ
ば
・

づ

・
・
は
、
公
跡

垂

撃

増
進
す
る
か
否
か
に
從

っ
て
成

る
纂

の
正
邪
慧

翁

断
を

下
さ
ん
与

る
も
の
君

っ
て
、
曹

倫
理
的
贋
値
割
断
の
標
準
が
明
か
に
示
さ
る
・
.・
{

な

つ
π
。
從
っ
て
.

倫
理
畢
上
の
善
徳
(多
言
Φ
)
及

び
悪
徳

(く
剛8
)
の
意
義
が
確
定
し
て
来
る
。
即
函
善
徳
ε
は
、
『
幸
輻
に
貢
献
を

な
す
所
の
も
の
・
丁

即
ち
快
樂
を
極
杏

な
し
嘉

を
極
小
に
な
す
所
の
も
の
]
で
あ
り
、
恩
讐

は
、『
講

読
.
苑

功
利
嚢

量

産
築

三

、完
)

.

.

第
+
五
巻

〔厘

號
.
一
二
五
)

三

五

39)

hO)
41)

42)

. Bentham,AnIntraductiontothePrinciplesofMoralsand

chap.1.OfthePrinciplesofUtility.

Cf.ihid.

13entha皿,Deovtology,Vol,1.,P.24・ な ほPrinciples,chap・1・

句 め り。

Ibid,p.17・

Legislation,

に も同様 の

、

9



聰

説

苑

功
利
主
義
ε
生
産
政
策
(三
、完
V

o
.

第
+
五
巻

(射

一
號

=
エ
C

一
二
六

を
減
少

し
、
若
く

は
不
幸

を
加

ふ
る
所

の
も

q
」

で

め

る
。
『
最
大
多
激

の
最

大
幸

幅
」
を
標
語

ご
な
す
所

の
功
利

主

義
倫

理
は
、

こ
瓦
.に
至

っ
て
完

成

せ
ら
れ
た
。

訂
し
ザ、
・、
の
倫
理
観

は
、
壷

に
道
徳
學
者

に
よ

っ
て
ば

か
り
で
な
一
、
宗
激
家
並

び
に
政

治
家

に
よ

っ
て
も
齎

し

ぐ
蓮
奉

さ
る

べ
き
も

の
で
あ

る
。
『
道
徳

、
宗
激
、
政
治

は
、
一
つ
の
共
通

な

る
目
的
を
有

ち
得

る
に
過

ぎ
な

い
。

若

し
も
政
治
家

、
道
徳
學
者

、
及

び
紳
學
者

が
、
総

て
自

分
達

の
爲

し

つ
、
め

る
こ
`
を
知

っ
て
居

る
な
ら

ば
、

.

彼
等
の
目
的
は
同

一
の
も
の
以
外
に
出

・
ξ

は
出
来
な

い
曜
」
喜

い
喬

一
の
も
の
慮

・
取
も
直

集

碁

も

ヘ

へ

む

う

も

へ

し

的
功
利
若
く
は
趾
脅
的
串
幅
の
増
進
ε
い
ふ
こ
ざ
で
あ
乃
。
故
に
今
政
治

に
就
て
之
を
見
る
に
、
政
府
の
や
b
方

が
功
利
の
原
則
・
從

っ
て
行
は
れ
て
居
を

い
ふ
・
巌

、
7

が
肚
會
の
幸
幅
を
増
加
す
る
の
傾
向
の
方
が
・.
そ

が
之
を
減
少
す
あ

如
何
な
る
傾
向
　

も
・
ボ

大
で
あ
る
馨

に
」
ぜ

め
て
吉
ひ
得
ら

る
あ

で
あ
る
・

余

は
、
以
上
を
も

つ
て

べ
・
芸

の
功
利
主
義
倫

理
の
大
要
を
極

め

て
簡

軍

に
述

べ
了

へ
.た
の
で
あ

る
が
・
次

に
有
形

な

る
財
即
ち
富

よ
り
す

る
所

の
幸

福

に
、
問

題
を

限

る
こ

ご
に
よ

っ
て
ド
彼

れ

の
経
済
政
策

の
原
理

の
研

究

に
入
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

さ
れ
ば
先

づ
}

ベ

ソ
タ

み
が
富

ε
幸

幅

ε
の
關
係

を
如

何

に
解

し
π

る
か
に
就

て
考
察

の
歩

を
進

め
る
こ
ε

》
す

る
。

彼

は

、『
「
定

分
量

の
富

が
幸

福

に
及

ぼ
す
結

果

に
就

て
判
断

せ
ん

こ
す

れ
ば
、
三

つ
の
異
れ

る
場
合

に
分
け

て

考

へ
ら

れ
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
、冒
巴
述

べ
て
、

こ
の
三

つ
の
異

れ

る
場
合
を

}

↓

富
が
既
に
所
有
さ
れ
て
居
る
場
食

に

そ
が
將
に
獲
得
さ
れ
ん
注
し
て
居
る
場
合
、

瑠
璃

Ibid.

Ibid.,P.25.

Bentha叫P中ciples,chap・ ・.

Bentham,PrinciplesoftheCivilCode,
(Bel}tl旧m'sWo1'ks,Vol.t,)PO5.

'

ノ
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〆

∋

そ

が
將

に
喪

失

さ
れ

ん
ぎ
し
て
居

る
場

合

、

,
.

、

く
に
分
ち
、
そ
の

一
々
に
就

て
、
更

に
詳

細
な

る
説

明
を

加

へ
て
る

る
。
今
之

を
略
述

せ

ん
に
、
第

一
の
場
合

即
ち

富

が
既

に
所
有

さ
れ
て
居

る
場

合
に
は
、

『
一
、
富

の
各

分
量

は
、
そ
れ

に
封
慮

せ

る
幸

幅

の
分
量

ε
連
絡

し

て
み
る
。

二
、
不
卒
等

な

る
財
産
を
有
す

る
二
人

の
個
人

に
就

て
観

る
に
、
最
大

の
富

を
有

す

る
人

は
、
最
大

の
幸
輻

を
有
す

る
で
あ
ら
う
。

三
、
最

も
富

め
る
人

の
側

に
於
け

る
幸

輻

の
超

渦

は
、
彼

れ
の
富

の
超

過
程

に
大
で
は
な

い
。

四
、
同
様

の
理
由

に
よ
b
、
二

つ
の
身
量

の
富

の
問

の
不
釣

合

が
大

で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
こ

、
そ
れ
に
等

し

い

大

さ
の
不
釣
合

が
幸

輻

の
分
量

の
間

に
存

在
す

る
の
蓋
然
性

が
小

`
な

る
。

た

へ

五
、
實
際

の
(
分
配

)
比
例
が
卒

等

に
近

づ
け
ば
近

づ
く
程

、
幸

輻

の
総
量

は
よ
り
大
で
あ

る
』
.

次

に
第

二

の
場

合
即

ち
冨

が
将

に
獲

得

さ
れ

ん
ε
し
て
居

る
場
合

に
は
、

『
一
、
あ
ま

り
細
分
す

る
ε
、
一
分
量

の
富

が
極

く
少

量

に
な
る
の
で
、
分
前

に
與

つ
た
こ

の
人
に
も
、
少

し

の
韋
編
を

も
齎

ら

さ
な

い
こ
`
に
な

る
。

も

ヤ

ニ
、
等
量
の
財
産
を
有
す
る
人
々
の
間

に
或

る
分
量
の
富
を
分
配
す

る
場
合
に
は
、
こ
の
卒
等
が
よ
b
完
全

ヤ

モ

に
維
持

さ
れ
る
や
う
に
分
配
す
る
に
從

っ
て
、
幸
幅
の
総
景
は
よ
り
大
ε
な
る
で
あ
ら
う
。

三
、
不
等
量

の
財
産
を
有
す
る
人
々
の
間
に
在

っ
て
は
、
成
る
分
量
の
富
の
分
配
が
彼
等

の
卒
等
を
來
だ
す

カ

ぬ

や

う

に

な

さ

る

玉

に

比

例

し

て

、

幸

幅

の

総

量

は

よ

り

大

ε

な

る

で

あ

ら

う

」
。

説

苑

功
利
主
義
ミ
生
産
政
策

(
三
、完
)

第
十
五
巻

(第

[
號

一
二
七
)

一
一
一
七

.
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耕

殖

功
瓢
虫
義
足
生
産
政
策

(
三
、
完
)

第

十
五
巻

(
第

【
號

一
二
八
)

[
二
八

地

最
後

に
第
三

の
場
合
即
ち
富
が
當
に
喪
失

さ
れ
ん
ご
し
て
居

る
場
合
に
は
、

『
一
、

…、分
量

の
富
の
喪
失
は
、
彼

が
失

ふ
所

の
分
量

ε
彼

が
残
す
所
の
分
量

ε
の
比
例
の
大
小
に
鷹
じ
て
、

ヘ

ヵ

ヤ

ヤ

よ
り
人
な

る
又

よ
り
小

な

る
幸

輻

の
喪

失

を
、
各

個
人

に
齎
ら
す

で
あ
ら

う
。

…
…
…

…
一

二
、
等
量

の
財
産
を
有

す

る
人

の
敷
が
多

け

れ
ば
多

い
ほ
こ
、
彼

等
の
間

に

一
定

の
喪
失

が
分
割

さ
る

玉
湯

ヘ

ヤ

合

に
は
、

そ
れ

よ
り
結

果
す

る
所

の
、
幸

輻
の
総

量

に
封
ず

る
喪
失

は
、
よ
り
著

し
く

な

い
で
あ
ら

う
。

三
、

一
定

の
黙

を
越

え
π

る
後
は
、
喪
失

を
更

に
細

か
く

分
割
す

る
ご
、
各
員
推
額

は
微
少

に
な

る
。
幸
福

の
分
量

に
關
す

る
喪
失

は
、
殆
ご
無

に
な

る
。

四
、
不
等
量

の
財
産

に
在

っ
て
は

、富

の
喪
失

に
よ

る
幸
福

の
喪
失

は
、
富

の
喪
失

の
身
配

が
財
産

を

し

て
平

m

等

に
殆
ご
近

づ
か
し
め

る
や

う
に
儒

さ
る

～
な
ら

ば
極

め
て
小

い
で
あ
ら

う
。
」

も

も

も

ヘ

へ

以
上
引
用

せ

る
所

に
よ

っ
て
、.
富

ξ
幸
輻

ε
の
間

に

=
疋
の
分
量
的
關

係
が

あ
る
こ

ご
を

ベ
ン
タ

ム
が
認

め
た

る

こ
ご
は
、
明

か
で
あ

る
が
、
然

ら
ば

ベ
ソ
タ

ム
は
、

富

に
よ
る
幸
輻
即

ち
余

の
所
謂
物
質

的
幸

幅
を
世

に
最
大

な

ら

し
む

お
爲

め
に
、
如
何

な
む
経
済
政

策
を
探

る
こ

ε
を
主
張

し
π

る
か
。

こ
れ
次
項

の
問
題

で
あ

る
。

第

二
㍉
.
ベ
ソ
タ

ム
の
経

済
政
策

前

項
の
終

り

の
部

分

に
、
余
は
、
富

ε
幸
幅

ご
の
關

係

に
關
す

る

ベ
ソ
タ

ム

の
所
説
を
引
用

し
た

る
が
、

之
を
仔
細

に
観

れ
ば

、
其

の
所
説

の
根
柢

に
、
富

の
分
配
が
卒
等

に
近

い
ほ
ご
幸

囁

の
総
量

が
大

で
あ

る
、

ξ
の
思

想
が
横

は

つ
て
居

る

こ
ご
は
、
直
ち
に
看

取
し
得

る
所

で
あ
ら
う
。
今
他

の

一
例

、
ε
し
て

こ
の
平
等

に
關
す

る
彼

れ
の
見

解
を
墨
ぐ

れ
ば

、
次

の
如
き
句
が

あ
る
。

.

『
:
-
最
大
劣
鍛
の
最
大
豊
漁
奄
目
的
ミ
し
て
粁
に
設
立
ぜ
ら
れ
ん
ミ
す
る
・
新
ら
し
い
組
織
だ
假
遣
す
う
な
ら
ば
、
最
も
富
め
ろ
人
慮
り
富
の
素

47) 11〕i日..PP.305-3Q6・



η

材

百

警

①
「
。
「
言

巴
匪
)

な

取

っ
て

、
之
奄
貧

し

い
人

々
に
渡

し

、
か

く

矢
終

に
萬

人

の
財

産

々

午
等

な
ら

し
む

る

、

ε

い
ふ

こ
ご

に
に

+
分

の

鋤

理
由
が
あ
ろ
で
あ
ら
う
:
・
.:
..』

斯
く

の
如

く
、

ペ
ソ
タ

ム
は
富

の
分
配
の
卒

等
が
理
論

上

は
最

大
多
数

の
最

大
幸

幅
を
齎
ら
す

べ
き

こ
ご
を
知

っ

て

み
た
。
然
ら

ば
彼

は
、
余

の
所
謂

分
配
政
策

に
よ

ρ
て
世

の
幸
・幅
を
増
進

せ
し

め
ん
こ
し
た

る
や

、
ε

い
ふ
に
、

決

し
て
然
う

で
は
な

か
っ
た
。

そ
れ
は
、
彼

が
、
理
論

`
し
て

の
分
配
政
策

は
、
實
際

に
於

て
は
却

っ
て
世

の
幸

輻
を
絶
滅

せ
し
む

る
の
結
果
を
生
中

る
も
の

で
あ

る
、

ε
考

へ
.た

か
ら

で
あ

る
」
蓋

し
沸
.富

の
分
配

を
雫
等

に
な

さ
ん
ご
す
れ
ば

、
多
く
冨
を
有
す

る
者

に
不
安

ε
危
険

を
威

愉
し
む

る
の
み
な
ち

す
、
勢
働

の
結
果

を
十
分

に
享

受
す

る
こ
ε
を
得

せ
し
め
な

い
た
め
勢
働

に
封
ず

る
総

て
の
誘

導

を
滑
滅

せ
し
む

る
こ
ε

、
な

り
、

か
く

て
資
本

の
減
少

は
、
勢
働

・勘
の
減

逼

ε
共

に
、
世

の
富

の
生
産

力
を
著

し
く
減
損

し
、
延

い
て
は
世

の
幸

鵜

に
大

な
る
傷
害

を
加

ふ
る

こ
ε
》
な

る
に
相
違

な

い
。
.而
し

て
富

め
る
者

に
不
安

ε
危
険

ピ
を
戚

越
し

め
す
又
働

く
者

に
勢
働
.の

ヤ

マ

ゐ

あ

結
果

を
十

分

に
享

受

せ
し

む
る
所

の
も
の

は
、
即

ち
安

固

で
め

る
。
安
固

ざ
は
期

待

の
嵐

で
あ

る
。

斯
く

あ
る

べ

し
ご
豫
期

せ

る
も

の
を
、
左
様

あ
ら

し
む

る
所

に
安
固

が
あ

る
。
自

己

の
所

有

に
属
す

る
富

を
v
無
償

で
他

人
に

譲
ら

な
け
れ
ば

杖
ら
な

い
こ
ε
に
な

り
、
若

く
は
自

己

の
勢
働

の
結
果

な
お
が
故

に
當
然
自

己

の
所

有

に
蹄

す

べ

き
も

の
を

、
他
人

に
分
興

し
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
こ
ε

に
な

る
な
ら
ば

、
そ

こ
に
期
待

の
裏

切

b
が
あ

り
、
不
安

固

が
あ
る
。

ベ
ソ
タ

ム
曰

く
、

『成

る
原
因
一

入
間
の
行
爲
叉
に
或

ろ
他

の
作
用
;

に
よ

つ
て
、
富

の
素
材
の
.或

ろ
分
馳

が
、
・:
:
…

潤
八
の
所
有
よ
71

又
に
そ
の
豫
期
よ

り
-
彼
れ
の
承
諾
な
し
に
離

れ
し
め
ら

ろ
」
場
合

に
、
そ
が
彼

の
手
に
存
在
ぜ
ざ
る
こ

ピ
、
碧
く
に
謂
に
粟
そ
れ
な
喪
失
し
た

る
こ
ε
、
な
考

ふ
る

亀

、

、

馳

、

田ま

こ
ε
に
,幽
っ
て

.
彼

の
胸

に
醸
さ
ろ
、
所
の
苫
痛
心
、
失
壁
の
苦
痛

ε
呼
ぶ
』
。

説

苑

功
利
主
義
ミ
生
産
政
策
(
三
、完
)

第

十
五
巻

(第

…
號

一
二
九
)

一
二
九

48)Bentham,PannomialFragments,

49)Mid・,P・226・

(Work～,Vol・HI・),P,230.

,



竃

b

説

苑

功
利
主
義

ε
生
産
政
策
(
三
、完
)
一

策
十
五
巻

(第

一
號

=
二
〇
)

=
二
〇

し

へ

も

も

し

『
吾
[々

が
、
行
爲
の

一
般
的
計
劃

た
立

て
得
ろ
の
に
、
こ
れ
(
こ
れ
ε
ば
未
來
の
期
待
を

い
ふ

罷
㎜盾
註
)
に
よ
る
の
で
あ

る
。
人
生

の

一
定
期
間

々
構
成
す
る
所
の
縷
縷
的
各
瞬
間
が
、
.孤
立
し
蜀
立

ぜ
ろ
黙
の
如
音
も

の
で
な
く
て
、
相
連

れ
る
全
燈
の
…
部
分
に
な

ろ
の
ば
、
こ
れ
(前

に
同
じ
)

・
-
ろ
の
・
あ
る
。
.響

ば
、
吾

々
の
理

の
生
存

ε
黍

の
生
存

ε
な
蓉

、

、
岨

つ
吾

々
々
撃

凡
て
後
代

の
人

々
.
、
。
至

ろ
所
の
、
護

。

あ
る
。
…

:
…
安
固
の
原
則
ば
、
此
等
の
総
て
の
希
望
の
支
持
な
意
味
す
る
、
.:
・』

若

し
吾

々
に
吾

々
を
未

來

に
結

び

つ
げ

る
所

の
『
希
望

」
が
な

く
、
叉
『
失
望

の
苦
痛
」
が
常

に
吾

身
を
襲
う

て
来

る

も

の
ご
す
れ
ば
、
貧
困

ε
悲
惨

ε
が
直

ち
に
吾
々
を
捉

へ
る
で
あ
ら

う
。

ベ
ソ
タ

ム
は
、
不
安
固

ε
貧
窮

の
例

ε

し
て
、
野
螢
未

明

の
時

代
や
戦

争

の
時

に
、
財
産

の
安

固
な

き
爲
め

に
、
如
何

に
饑
饉

の
熟
懇

が
起

り
し

か
を
學

鋤

示
し
て
居
る
。

そ
こ
で
法
律
若
く
は
国
家
の
第

一
の
任
務
ξ
し
て
は
、
人
民
の
期
待
の
本
源

で
あ
る
所

の
、
財
産

ε
勢
働
ご
を

も

へ

保

護

し

、

そ

れ

等

に

封

ず

る

報

酬

を

確

保

す

る

、

亡

い

ふ

こ

ご

よ

り

外

に

よ

り

重

要

な

も

の

は

な

い
筈

で

あ

る

。

『法
律
に
人
に
向

っ
て
、
「
働
け

よ
、
然
ら
ば
余
に
汝

に
報
酬
か
呉

へ
ん
」
、
ぐLに
言
は
な

い
で
、

彼

に
日

ふ
、
「
働
け
よ
、
然
ら
ば

.
汲
よ
り
汝
の
勢

動

、
働
の
結
果
た
奪
に
ん

ぐ」
す
る
手
心
抑

へ
て
、
汝

F
そ
の
結

果
な
確
保
す
ろ
で
あ
ら
う
。
」』

『
財
産
は
「
期
待
の
基
礎

に
過
ぎ

な
い
。
・
・
:
財
産

の
観
念
は
「
購
定
の
期
待
よ
り
成
立
す

ろ
、
即
ち
場
合
場
合
の
事
情

ド
慮
じ
て
、

所
有
物
,ホ
リ

、

斯
く
斯

く
の
便
飛
た
引
出
す
ご
己
か
得

る
ミ
い
ふ
信
念
エ
リ
成
立
す

ろ
。

虐
て
此

の
期
待
、
此
の
信
念
こ
そ
、
法
律

の
任
務

で
あ

る
。
余
に
、
余
が

自
分
の
も
の
で
め

る
こ
看
做
す
所
の
も
の
を
も
、
余
に
そ
れ
た
係
謹

す
ろ
所
の
法
律
の
約
束
15
よ

う
に
非
ず
ば
、
之

為
事
樂
す
る
こ
ぐし
な
期
す
る
こ

こ
が
出
來
な
い
。
.・
・
・
…

財
産

こ
法
律
ε
は
共
に
生
れ

而
し
て
共
に
死
す
る
。

法
律

の
以
前
に
財
産
な
く
、

法
律
為
取
去
ら
ば
財
産
に
失

ぜ
ゐ
。

財
産
・ト
聞
し
て
-エ
・
安
固
に
、
斯
く
斯

く
の
分
量

の
利
益
な
享
果
す

る
き

・
が
出
水
を

い
ふ
、
法
律

に
基
け

る
期
待

に
、
妨
害

や
激
動

や
攪
乱
な

受
け
な

い
ε
い
ふ
ご
ε
乱
叫
成
立
す

る
。
立
法
者
11
・
彼
れ
自
身
が
生
み
出
し
た
ゐ
所

の
・
、の
期
待

に
、
展
大
の
尊
厳

々
梯
ふ
義
務

な

有

す

る
。

53

彼
が
そ
れ
に
矛
盾

し
な

い
な
ら
ば
、
彼

は
枇
會

の
幸
輻
F
必
要
な
ろ
所
の
も
の
た
な
し
て
居

ろ
の
で
あ
ろ
、

-
…

.』
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ベ
ソ
タ

ム
は
、
斯
く
の
如
く
安
固
に
縄
大

の
債
値
を
認

め
、
肚
會

の
幸
幅
に
ご

つ
て
、
安
固
の
不
存
在

は
根
本

的
の
肇

を
醸
す
も
の
で
あ
る
薯

へ
砦

が
警

、
彼
・
ξ

て
は
、
安
固
を
藻

す
・
所
の
奪

ば
、
奮

ひ
理
論
上
幸
福

を
世

に
増
巻
す

る
が
如

く
考

へ
ら

れ

て
も

、

實
際

に
於

て
は
全

く
空
論

脱
過

ぎ
な

い
も

の
で
あ

る
。
彼
日
く

、

『
箇

奉

管

が
矛
盾
す
う
な
ら
ば
・露

に
要
ら
な

い
、奪

ば
返
事

べ
き
で
あ
・
。
嵩

は
、生
命

の
1

生
存
の
1

硲
輻
の
-

論

の

基
礎
で
あ
ろ
・
攣

の
も

程

・
修

依
存
・
て
野

。
奪

三

塞

釜

の
誰

塞

む
・
響

な

い
、
加
之

、
俵

。
奪

が
剣
岳

さ
れ
、
.

重

て
も
・
直

宮

不
完
全
で
あ
ら
う
・
撰
・

百

・
間
・
薩

在
・
得
を

す

・
し
、
竃

湯

革
曾

そ
れ

麓

尋

、
で
あ

、
.り
。
.奪

の
設
立
量

想
で
あ

・
・
篤
し
得
ら
ゐ
・
唯

一
の
事
柄

柴

喋

々
少
く
ず
ろ
・、
い
ふ
ご
・、
で
あ
。
。
』

從

っ
て
彼
は
、
共
産
主
義

に
は
極
力
反
射
し
た
。

安
固
は
輩

嬉

っ
て
勝
利
の
聲
藁

湾

。
生
霰

策
は
分
配
政
讐

謝
し
て
優
越
な
る
地
位
を
占

め
π
。

是
に
於
て
国
家
の
探
る

べ
姦

策
は
、
勢

子
ε
し
て
明
か
で
あ
る
。
即
ち

『
国
民

の
冨

の
分
量
を
増
加
せ
し
む

み
短

め

に
は
、
…
…
・…
:
特
殊

の
理
由
な

き
限
り
、

(
国
家

の
探

る
.べ
き
)
一
般
的

法
則

は
、
何
事
も
政
府

に
よ

っ

て
爲
さ
墾

は
企
て
ら
る

べ
き
で
は
な

い

蕊

ふ
こ
ご
に
な
冷

政
府

の
格
一薯

激

台
詞
は
、
此
等
の
場
合
.

に
は
・
弥

藩

喜

ρ
豊

蕊

ふ
・・
毛

な
け
れ
ば
な
畠

櫛
言

・
・
運

・邑

。
饗

す
窪

、
各
人
を
し

て
自
己

の
爲

め

に
凋

立
自
由
な

る
活
動

を
な

さ
し
む

る
こ
ε
が
、

政
府

の
第
.
一
の
任

務

で
あ
る
。

(・。℃
。
口
汁。
、。
陸餌
)

こ
れ
蓋

し
、
「
自

分
自
身

に
謝

し

て

最

大

の
分
量

の
幸

幅
を
獲

得
す

る
・、
ご
が
、
各
合
理
的
人
間

の
.目

的

で

あ

や

も

あ

で

り
、
」
『
各
人

は
、
彼

が
或

る
他

の
人

に
謝
す

る
よ
り

も
、
自

分
自
身

に
よ
り
麿
.接

で
あ
り
、
又
自

分
自
身

が
よ
り

大
事
で
あ

る
し
、」
『
如

何
な

る
他
人
も

、
彼

の
矯

め

に
彼

れ
の
苦
痛

蓬
快
樂

ど
を
利
断
ず

る
こ
ε
は
出

家
な

い
」
、

説

苑

功
利
主
義
こ
生
産
政
策
(三
、完
〉

第
十
五
巻

〔第

一
號

=
一=
)

;
=

54)
55)
56)
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9

説

苑

功
利
主
義
ピ
生
産
政
策
(三
、完
〉
.

第
十
五
巻

(第

[號

;
一二
〉

=
[一二

{
い
ふ
事
情

が
め
る
に
加

へ
て
、
『
総

て
の
人

の
幸

幅

は
、
各
人

が
彼

れ
自
身

の
爲

め

に
最

大

の
分
量

(
の
幸
輻

)
を

り

獲
得
す

る
こ
ざ
に
よ

っ
て
よ
り
以
外

に
、
最

大

の
範

囲

に
於
て
之
を
獲

得
す

る
こ
ε

ほ
不
可
能
で
あ

る
、
一
こ

い
ふ

否
定

し
難
き
前
提
が
存
す

る
か
ら

で
め

る
。

か

」
る
見

解

は
、
傘

が
響

に
述

べ
た

る

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
そ

れ
ε

全
然

一
致
す

る
も
の

で
あ

っ
て
、
自
由

放
任
論

に
特

有

π

る
論
擦

で
あ

る
。

而
し
て
唯
だ

一
つ
国

家

の
駕
す

べ
き

へ

も

ミ

も

義

務

ご
し
て
残

る
も
の
は
、
極

め
て
消
極

的
な

る
作
用

に
過

ぎ
な

い
所

の
、安
固
及

び
自
由

の
確
保

ε

い
ふ
こ
だ
で

も

し

も

へ

あ

る
。

(即
綿
巳
巴

。『
安
固

ざ
自
由

ご
は
、
産
業

が
要

求
す

る
所

の
総

て

ゴ
あ

る
。
農
業

、
製
造
業

、
及

び
商

業
が

政
府

に
毀

っ
て
呈
出
す

る
所

の
要
求
は
、
デ
、
オ
ブ
ネ

ス
が

ア

レ
ク

サ

ン
ダ
ア
に
な

し
た

る
要
求

、
1

「
吾

を
日

蔭

に
し

て
下

さ
る
な
」

ざ

い
ふ
要
求

ご
同
じ
く
、
温

和
に
し
て
合
理
的

な

み
も

の
で
あ

る
。
吾

々
は
恩
恵

を
受
け

の

る
必

要

は
な

い
、
…

吾

々
は
唯
だ
安

全

に
し
て
開
館

な

る
路
を
要
求
す

る
の
み
で

あ

る
一田

鼠

最

後

に
附
記
す

べ
き
は
、

ベ
ン
タ

ム
の
樂
観

論
で

あ
る
。
彼

は
既
述

の
如
く
、
安
固

に
謝
し

て
箏
等

を
棄

て
だ

p

・
穿

・
獲

・
、
響

の
竈

・
・
華

　

・
の
・
あ
・
て
、
簿

磐

・
・
　

於

畔

て
世

に
年
等

が
行

は
れ

る
こ
ε
は
幸

輻
を
増
す
所

以

で
あ

る
ε
考

へ
し

の
み
な
ら
す

、
更

に
進

ん
で
、
世

が
文

明

部
曲

南
瓜

に
な
る
に
從

っ
て
實
際

に
自
皐

等

に
逝
づ
き
つ
島

る
も
の
姦

じ
て
る
π
の
で
あ
る
。
目

、
.

濃ヒ

エ

『
農
業

、
製

造

業

、
及

び

商
議

に
よ

っ
て
集

え

て

み

る
國

民

に
在

っ
て
に

、
亭

等

に
向

っ
て

の
不
断

の
進

歩

が
め

ろ
、

ぐ」
い
ふ
こ

ご
心

習

々
は
論

じ

D

W

得

ろ
。
著
し
も
法
律

が
そ
れ
に
反
射
し
灘

な
ら
ば
、
i

若
し
も
法
律
が
澗
占

金

持
し
な

い
な
ら
域

…

若

し
も
法
律
が
世
襲
財
産
為
許
さ

㎜

㎜

ハ

　

な

い
な

ら

ば

、
大
財

産

が

、
努

力

な
ぐ

、
革
命

な
く

・
激
動

な

く

し

て
・
少

し

づ

」
分
割

さ
れ

、

而
し

て

遙

か

に
多

く

の
個

人

が

-
適

度

の
財

産

々

皿

皿

脱

髄

も

ヵ

し

あ

所
有
す

ム
ε
い
ふ
便
益
に
興
か
な
で
あ
ら
う
。

・:
.
-
故

に
、
安
固
為
し
て
最
高
の
原
則

ミ
し
て
の
地
位

な
保
た
し
む

ゐ
も
、
そ
に
間
接

に
平
等
の

ラ

ラ

酸
主

な
促
す
が
、
反
之
、
平
等
は
、
砒
曾
秩
序

の
根
柢

己
さ
ゐ
、
な
ら
ば
、
該
秩
序
の
設
立

に
於

け
る
安

固
な
害
す

る
で
あ
ら
う

、
ミ

い
ふ
ご
ε
為

57
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、鋤

吾
々
1工
結
論
し
て
も
耳
か
ら
う
』

論

じ
て
藪

に
及

ぶ
ε
き
、
吾

々
は
、

ペ
ソ
タ

ム
の
樂

観
論

が
、
ア
ダ

ム
ス
・
ス
ミ

ス
の
そ
れ
に
酷
似

せ

る
を
見

る

ざ
共

に
、
今

日
脛
濟
肚

曾

の
實

際

の
現
象

が
、
彼

等

の
樂
観
論

を
皮

肉

に
も

盆

々
裏

切

つ
㌧
あ
る

こ
ご

に
、
思

ひ

及

ば
ざ
る
を
得

な

い
次
第

で
あ

る
。
.

一

括

言

以
上
藪
節

に
亘

っ
て
、
余

は
、

ヒ
ュ
ー

ム
、

ス
ミ

メ
.、

マ
ル
サ
ス
.
及
び

津、
ソ
タ
ム
の
功
利
主
義

學
説

ご
共

の

経
済
政
策

を
研
究

し
來

つ
た

の
で
あ

る
が
、
今
顧

み
て
此

等

の
學
者

の
所
説
を
通
覧
す

る
塒

に
、
余
は

、
其
筈

に

多
少

の
差
異

は
あ

る
に
も

せ
よ
.
其

の
間
を
脈
絡

貫
通
す

る
所

の
根

本
思
想

が
流

れ
て
居

る
の
を

、
看
過
す

る
.こ

ε
が
出

家
な

い
。

抑

も
英

國
第
十

八
、
九
世
紀

は
産
業
革
命

の
時

代

で
あ

る
。
中
世

の
封
建
制

度

の
外
殻

を
破

っ
て
、
貴
～秩
武
士

の
階

級
を
粉
砕

し

た
る
も

の
は
、

こ
の
産

業
革
命

の
氣

運

に
乗

じ
て

一
躍
世

の
活
舞
毫

に
現
は

れ
出

で
た

る
生
産

者
階

級

(帥

ち
所

謂
第
三
階

級

)
で
め

る
。

彼
等
は
自
由

を
要

求
し
、
而
し

て
之
を
克

ち
得

た
。
進
歩

は
自

由

の

賜

で
あ

る
。
國
富

の
増
加
、
物
質
的
亨
樂
手

段

の
増
進

は
、
誠

に
著
し

い
も

の
が
あ

っ
た
。
産
業
湛
歌

の
時

代

が

到
来

し
だ
。

併

し
か

玉
ゐ
目
醒

し

い
進

展

の
裏

面

に
は
、
矢
張
b

幾
多

の
犠
牲

者

が
あ
っ

た
。
勢

働
者
階
級

(即

ち
所

謂
第
四

階

級

)
に
麗
す

る
人
々

が
、
即
ち

そ
れ
で
あ

る
。
彼

等

は
、世

の
富
が
増
殖

せ
し
に
も
拘
ら
す

、
貧
困
き

鰻
潟

ε
に
襲

観

苑

功
利
主
義
ε
生
産
政
策
(三
、完
)

第
十
五
巻

(第

一
號

=
二
一二
)

】
三
三
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.



読

苑

功
利
主
義

ε
生
産
政
策

(
三
、完
)

第

+
五
巻

(第

一
號

一
三
四
)

=
二
四

は
れ
.て
、
日

一
日
を

不
安

ε
恐
怖

ε
を
以

て
暮

さ
な
け

れ
ば
な

ら
な

か

っ
た
。

こ
れ

が
世

の
苦

悶

で
め
り
、
.肚
會

問

題

の
根
本
原
因

で
あ
る
。

而

し
て

こ
の
傾
向

は
、
既

に
産

業
革
命
時

代

の
當
初

に
崩

し
、
其

の
進
展

ε
共

に
益

々
強
盛

に
な

っ
て
來
た
。

ヒ
ュ
ー
ム
、

ス
ミ
ス
を
経

て
、

マ
ル
サ

ス
、

'、
ソ
タ

ム
の
塒
代

に
及

ん

で
、
世

の
苦

悶
は
愈

々
激

き
を

加

へ
て
來

た
。
正
統
派
経
済
學

に
旛
す

る
此
等

の
學
者

円
錐

も

、
右

の
事
實

に
盲

目

で
あ
る

こ
ε
は
出

來
な

か

っ
た
。
肚

曾

の
幸
幅

の
増
進

ピ

い
ふ
こ
ピ
が
彼
等

の
目
的

で
あ
る

以
上
、

こ
の
幸

幅
を
減
殺
す

る
所

の
、
泄

會
の
苦

悶
叉
は
苦

へ

痛
を
看
過
す

ゑ

議

暴

な

い
。
そ

・
で
彼
等
は
、
貧
富
の
懸
隔
を
匡
正
密

爲
め
の
手
段

ε
し
て
、
富
の
卒

暫
こ
い
ふ
こ
ε
を
考

へ
た
。
而
し
て
彼
等
は
、
卒
等
が
世

の
幸
輻
を
大

い
に
増
進
す

べ
き
こ
ε
を
、
理
論
上
認
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
セ
。
併
し
彼
等
は
、
肚
會

の
幸
輻
の
増
進

の
薦
め
に
直
ち
に
準
等
を
主
張
す

る
こ
ビ
敢
行
し
得

へ

へ

も

な

か
っ
セ
。

そ
れ
は
、
彼
等
が
、
不
安
固
が
李
等
に
必
然
的
に
俘

ふ
こ
ε
に
、
氣
付

い
た
か
ら
で
あ
る
。
惟
ふ
に

國
家
的
の
專
制
歴
政
を
打
破
し
て
自
由
を
得
た
る
新
ら
し
い
國
民
に
ε

っ
て
は
、
安
固
の
要
求
は
紹
…劉
的
償
匝
を

う

も

へ

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
安
固
な
く
ば
自
由
な
く
、
世

の
生
産
力
は
減
退
し
、
盲
従

っ
て
物
質
的
幸
輻
は
大

い
に
害

せ
ら
る

玉
に
相
違
な

い
。

こ
れ
正
に
當
時
の
時
勢
に
逆
行
す

る
も
の
で
あ
る
。

傍
峰
遂
に
切
角

の
平
等
の

考

案

も
、
.酒
々
た
る
白
山
(若
く
は
安
固
)
の
要
求
の
矯
め
に
、

一
溜
も
な
く
水
泡

し
輝

せ
し
め
ら
れ
て
仕
舞

っ
陀
。
人

な
る
結
果
を
得
る
爲
め
に
、
小
な
る
損
失
を
顧
る
暇
が
な
か

つ
だ
の
で
あ
る
。
上
記
の
學
者
の
中
、
ス
ミ
ス
、

ペ

ソ
タ
.ム
の
如
く
、
世
の
潅
歩
に
つ
れ
て
李
等
が
断
次
實
現
せ
ら
れ
て
来

る
も
の
』
如
く
樂
親
し
た
る
も
の
は
あ
る

け
れ
こ
も
、
併
し
経
済
政
策

の
根
本
原
則
ε
し
て
李
等
を
棄
て
、
安
固

に
赴

き
た
る
黙
に
至

っ
て
は
、
彼
等
は
悉



く
合

致
し
て
居

る
。

而
し
て
最
後
に
論
ず

べ
き
は
、
何
故

に
彼
等
は
李
等
系

安
固
ε
の
間
に
必
然
的
因
果
關
係
め
り
ε
認
兜

リ

カ

つ

へ

.

や
、

ε

い
ふ
こ
ε
で
め

る
が
、

そ
れ
は
、

一
言

に
せ
ば

、
彼

等
が

、
各

個
人

の
利

己
心

の
作
用

を
重
要

視
し

、
而

し
て
こ

の
利
己
心

の
ぼ
肛

な

る
活
動

が
、
個
人

の
最

大
幸
輻

を
、

又
や

が
て
は
肚

會

の
最

大
幸

幅
を
齎

ら
す
も

の

で
あ

る

ぜ
、
考

へ
π
が
故

で
あ

る
。
蓋

し
、
各
個

人
の
利
己
心

を

重
要
視
す

る
以
上
、
世

に
人
爲
的
な

る
富

の
季

コ

も

も

し

つ

等
を
作
出
す
る
こ
ε
に
よ

っ
て
、
資
本
を
有
す
る
も
の
文
勢
働
力
を
有
す

る
も
の
に
失
望

の
苦
痛
を
與

へ
、
以
て

彼
等
の
利
己
心
よ
り
す

る
懸
命
な
る
活
動
力
を
鈍
一
す

る
ご
い
ふ
こ
葺

、
胤
會
の
垂

嘱
に
ξ

て
大
打
撃
左
ら

あ

あ

キ

ヘ

エ

も

も

も

カ

ヘ

へ

ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ら
う
。
余
が
、
塾則
述
の
學
者

の
経
済
政
策
を
名
付
け
て
、
生
産
政
策

嘘
い
ひ
自
由
放
任
　土
義

墓

ひ
た
る
質

疑

そ
が
音
響

界

妻

解
文
は
寒

露

馨

謬

響

言
は
る
岳

以
は
、
實
に
這
般

の
事
情

に
胚

胎
す

る
の
で
あ

る
。

、

轟

'

説

苑

功
利
主
義

ε
生
産
政
策
(
三
、完
)

筆

五
巻

(第
一號

三

五
㌦

=
孟

～

畠
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